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　国際宇宙ステーションで過ごした毛豆の種子から栽培した「宇宙毛豆」の収穫が、富野
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事
業
負
担
金
な
ど
の
追
加
。

■ 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
第
二
号

　

予
算
総
額
に
一
三
九
二
万
八

千
円
追
加
す
る
も
の
。
補
正
し

た
主
な
歳
出
は
、
前
年
度
繰
越

金
の
確
定
に
伴
い
介
護
給
付
費

準
備
基
金
積
立
金
及
び
国
庫
支

出
金
等
過
年
度
分
返
還
金
の
追

加
。

■ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静
和

園
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

第
二
号

　

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
伴

い
歳
入
を
調
整
。

　

  

条 

例 

関 

係 

■ 

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正

■
一
般
会
計
補
正
予
算
第
四
号

　

予
算
総
額
に
三
億
八
千
八
十

三
万
七
千
円
追
加
す
る
も
の
。

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の
と

お
り
。

□
総
務
費

　

 

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
支

援
委
託
料

四
九
二
万
円

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

二
億
八
八
四
七
万
円

□
民
生
費

　

自
立
支
援
更
正
医
療
費

九
六
〇
〇
万
円

　

教
育
・
保
育
施
設
入
所
事
業

一
二
四
四
万
円

□
衛
生
費

　

各
種
検
診
委
託
料二

四
五
万
円

□
土
木
費

　

 

中
里
地
区
排
水
路
測
量
・
調

査
業
務
委
託
料

八
二
九
万
円

　

道
路
新
設
改
良
等
工
事
費

一
一
五
〇
万
円

□
消
防
費

　

 

津
波
避
難
計
画
策
定
業
務
委

託
料

三
六
〇
万
円

■ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
第
二
号

　

事
業
勘
定
の
予
算
総
額
に
四

一
八
八
万
一
千
円
追
加
す
る
も

の
。
補
正
し
た
主
な
歳
出
は
、

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
伴
い

財
政
調
整
基
金
積
立
金
三
五
四

〇
万
円
な
ど
の
追
加
。

　

診
療
施
設
勘
定
の
予
算
総
額

に
一
七
〇
万
五
千
円
追
加
す
る

も
の
。
補
正
し
た
主
な
歳
出
は
、

医
療
用
備
品
購
入
、
医
師
派
遣

■ 

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

■ 

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行

に
伴
い
、
関
係
条
文
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

■ 

中
泊
町
地
域
特
産
物
直
売
施

設
条
例
の
廃
止

　

中
泊
町
地
域
特
産
物
直
売
施

設（
旧
ピ
ュ
ア
）を
行
政
財
産
か

ら
普
通
財
産
に
切
り
替
え
る
た

め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

　

  

専 

決 

処 

分 

■ 

平
成
二
十
七
年
度
中
泊
町
一

般
会
計
補
正
予
算
第
三
号

　

西
部
海
区
漁
業
調
整
委
員
補

欠
選
挙
に
伴
い
、
選
挙
費
一
三

七
万
四
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

 

人 

事 

案 

件 

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

前
委
員
馬
場
百
合
子
氏
の
辞

職
に
伴
い
、
後
任
の
委
員
に
東

山
綾
子
氏
を
任
命
す
る
も
の
。

条
例
関
係

　
平
成
二
十
七
年
第
三
回
定
例
会
が
、
九
月
一
日

か
ら
九
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
四
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
青
山
雅
晴
議

員
、
鈴
木
長
一
郎
議
員
、
荒
関
富
雄
議
員
、
川
山

光
則
議
員
の
四
名
が
、町
側
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

　
七
日
、
八
日
に
は
、
決
算
特
別
委
員
会（
委
員

長
川
山
光
則
、
副
委
員
長
青
山
雅
晴
）が
行
わ
れ
、

平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
決
算

に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
九
日
に
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
が

行
わ
れ
、
条
例
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
十
八
件
、
報
告
一
件
、
発
議
五
件
を
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

第３回

定例会

９月１日～９日

人
事
案
件

補
正
予
算

議
員
定
数
２
人
削
減

議
員
定
数

13
人
に
決
定
（
次
回
選
挙
よ
り
実
施
）

専
決
処
分
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HPアドレス http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm

パルナス・小泊支所・すくすくしたまえ館の

ロビーにもテレビ中継されています。

ぜひご利用ください。

一般質問は

インターネット・ライブ中継が

ご覧になれます。

 

そ　

の　

他 

■ 

中
泊
町
農
産
物
加
工
販
売
施

設
等
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
の
変
更
に
つ
い
て

　

中
泊
町
地
域
特
産
物
直
売
施

設
の
廃
止
に
よ
り
、
㈱
ア
ク
ト

プ
ラ
ン
を
指
定
し
て
い
る
指
定

管
理
者
の
内
容
を
変
更
す
る
も

の
。

  

発　
　

議

■ 

中
泊
町
議
会
の
議
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の

減
少
及
び
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ

る
当
町
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、

議
員
定
数
を
二
人
減
少
し
、
十

三
人
に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

（
次
の
一
般
選
挙
か
ら
施
行
）

■ 

中
泊
町
議
会
会
議
規
則
の
一

部
改
正

　

社
会
情
勢
な
ど
を
勘
案
し
、

出
産
の
場
合
の
欠
席
の
届
出
に

つ
い
て
新
た
に
規
定
す
る
も
の
。

■ 

中
泊
町
議
会
傍
聴
規
則
の
一

部
改
正

　

社
会
情
勢
な
ど
を
勘
案
し
、

議
会
の
傍
聴
席
に
持
ち
込
む
こ

と
を
禁
止
し
て
い
る
も
の
の
中

で
、
杖
に
つ
い
て
は
許
可
す
る

も
の
。

■ 
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見

書
　

政
府
に
は
国
会
等
に
よ
る
決

議
を
厳
守
し
た
強
い
姿
勢
で
引

き
続
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
臨
む

よ
う
、
国
関
係
省
庁
に
意
見
書

を
提
出
す
る
も
の
。

■ 

米
価
暴
落
対
策
を
求
め
る
意

見
書

　

政
府
が
需
要
と
価
格
の
安
定

に
責
任
を
持
つ
米
対
策
の
確
立

を
求
め
る
た
め
、
国
関
係
省
庁

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

　

十
七
億
六
〇
四
〇
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

 

安
藤
・
間
・
田
中
建
設
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

■
議
案
第
五
十
三
号

・
契
約
の
目
的

　

 

小
泊
不
燃
物
処
理
場
適
正
化

対
策
工
事

・
契
約
金
額

　

五
億
八
八
六
〇
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

 

日
本
国
土
・
竹
内
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

■
議
案
第
五
十
四
号

・
契
約
の
目
的

　

中
泊
町
新
庁
舎
建
設
工
事

そ 
の 

他

発
　
　
議

工
事
請
負
契
約

　
平
成
二
十
七
年
第
二

回
臨
時
会
が
、
八
月
四

日
に
開
か
れ
、
議
案
二

件
が
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

第２回

臨時会

８月４日

新庁舎完成模型 小泊不燃物処理場適正化対策工事安全祈願祭
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九
月
七
日
か
ら
八
日
の
二
日

間
、
全
議
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
決
算
特
別
委
員
会（
委
員
長

川
山
光
則
、
副
委
員
長
青
山
雅

晴
）が
開
か
れ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計

の
決
算
状
況
は
、
歳
入
七
四
億

一
一
五
四
万
五
九
八
五
円
、
歳

出
七
二
億
六
六
六
八
万
四
七
四

四
円
で
、
翌
年
度
に
繰
越
す
べ

き
財
源
九
五
九
万
三
〇
〇
〇
円

を
除
く
実
質
収
支
は
、
一
億
三

五
二
六
万
八
二
四
一
円
の
黒
字

決
算
で
あ
っ
た
。
特
別
会
計
で

は
、
前
年
度
赤
字
だ
っ
た
国
民

健
康
保
険
の
診
療
施
設
勘
定
が

黒
字
決
算
と
な
り
、
全
会
計
が

黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

　

我
が
国
の
人
口
は
、
こ
こ
数

年
来
減
少
傾
向
に
あ
り
、
最
近

に
お
け
る
国
の
調
査
結
果
に
お

い
て
も
、
特
に
地
方
の
減
少
が

著
し
く
、
ま
た
、
人
口
増
と
な

っ
て
い
る
の
は
東
京
都
を
中
心

と
し
た
一
部
の
都
市
の
み
で
あ

り
、
人
口
の
一
極
集
中
化
に
よ

り
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
も
こ
の
状
況
下
を

緩
和
す
べ
く
地
方
創
生
を
旗
印

に
掲
げ
、
元
気
で
頑
張
る
地
方

等
へ
の
経
済
対
策
と
し
て
、
補

助
金
等
の
支
援
策
を
手
厚
く
す

る
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

 　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
町

の
平
成
二
十
六
年
度
予
算
編
成

方
針
に
掲
げ
た
「
子
供
た
ち
が

夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
」「
流
し
た
汗
が
実
る
ま
ち

づ
く
り
」「
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
四
つ
の
重
点
テ

ー
マ
に
基
づ
き
町
政
運
営
が
な

さ
れ
た
結
果
、
一
般
会
計
決
算

の
歳
入
で
は
、
町
税
等
の
一
部

が
前
年
度
比
で
若
干
持
ち
直
し

た
も
の
の
、
依
然
低
迷
す
る
景

気
等
に
よ
り
歳
入
合
計
で
は
、

二
・
八
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。

　

歳
出
合
計
で
は
、
三
・
四
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

決
算
額
の
実
質
収
支
額
は
、

一
般
会
計
で
一
億
三
五
二
六
万

八
二
四
一
円
と
な
り
、
合
併
以

来
十
年
間
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

 　

各
特
別
会
計
合
計（
水
道
事

業
を
除
く
）で
の
実
質
収
支
額

は
、
六
一
四
三
万
一
四
八
四
円

の
黒
字
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
合
併
以
来
初
め
て

で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険（
施

設
勘
定
）の
赤
字
が
合
併
当
初

五
億
九
千
万
円
あ
っ
た
も
の
が

解
消
さ
れ
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
だ
成
果
と
し
て
表
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
成
二

十
六
年
度
も
予
算
編
成
方
針
の

実
務
や
行
財
政
改
革
の
中
、
厳

正
な
予
算
執
行
に
苦
慮
さ
れ
た

と
推
察
で
き
、
健
全
な
財
政
運

営
が
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

  

し
か
し
、
今
後
の
財
政
運
営

に
お
い
て
も
平
成
二
十
七
年
度

の
新
庁
舎
建
設
事
業
、
公
営
住

宅
建
設
事
業
等
が
あ
り
、
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、「
中
泊
町
長
期

総
合
計
画
」
事
業
計
画
後
期
分

等
に
基
づ
く
行
財
政
運
営
に
努

め
、
ま
た
、
歳
出
の
抑
制
と
効

率
化
と
と
も
に
歳
入
に
お
い
て

は
、
負
担
の
公
平
性
と
安
定
的

な
財
源
確
保
を
図
る
上
か
ら
、

町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

未
収
入
額
の
解
消
を
し
つ
つ
、

自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
必

要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
財
政
運

営
と
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
を
確
立
し
、「
大
地
の

恵
み
と
海
の
幸
・
心
ひ
と
つ
に

希
望
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

た
町
政
運
営
に
よ
り
一
層
努
め

ら
れ
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

（単位：円）

科　　目
決　　算　　額

歳入歳出差引額 平成25年度
差引額歳　入 歳　出

一 般 会 計 7,411,545,985 7,266,684,744 144,861,241 98,181,765

国民健康保険（事業勘定） 2,161,945,252 2,120,062,959 41,882,293 19,320,344

国民健康保険（施設勘定） 238,725,791 238,725,667 124 △ 93,546,941

介 護 保 険 事 業 1,572,111,555 1,558,181,673 13,929,882 8,697,812

農 業 集 落 排 水 事 業 40,381,762 40,198,431 183,331 347,823

漁 業 集 落 排 水 事 業 20,338,309 20,141,421 196,888 351,058

特別養護老人ホーム静和園事業 326,732,957 322,007,390 4,725,567 4,655,588

後 期 高 齢 者 医 療 247,420,210 246,906,811 513,399 458,681

水道事業（収益的収支） 375,267,485 300,108,993 75,158,492 44,496,054

計 12,394,469,306 12,113,018,089 281,451,217 82,962,184

全
会
計
黒
字
決
算 

全
会
一
致
で
認
定

小
泊
診
療
所
　
赤
字
解
消決

算
特
別

　
　

委
員
会

川山光則委員長青山雅晴副委員長

平成26年度 決算額一覧表

決
算
監
査
総
括
意
見

葛
西
代
表
監
査
委
員
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二
〇
名
か
ら
は
若
干
減
少
し

て
い
る
。

　

町
で
も
団
員
確
保
の
た
め

定
年
の
引
き
上
げ
、
団
員
の

処
遇
の
改
善
と
し
て
報
酬
・

出
動
費
を
若
干
で
は
あ
る
が
、

条
例
改
正
し
引
き
上
げ
し
た

が
、
新
規
の
入
団
者
の
確
保

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

過
去
に
は
、
確
か
に
町
職

員
の
分
団
が
あ
っ
た
が
、
現

在
は
四
名
の
職
員
が
地
域
の

分
団
に
入
団
し
て
お
り
、
新

採
用
者
に
つ
い
て
も
協
力
し

Q
　

消
防
団
員
の
人
数
が
年
々

減
少
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
過
去
に
町
職
員
の

分
団
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
の
で
、
再
度
編
成
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

A■小野
町
長

　

団
員
数
は
条
例
の
定
数
で

三
二
五
名
と
な
っ
て
お
り
、

本
年
四
月
の
時
点
で
は
三
〇

三
名
で
、
町
村
合
併
時
の
三

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

役
場
職
員
に
つ
い
て
は
、

一
人
で
も
多
く
地
域
の
分
団

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

や
は
り
地
域
の
こ
と
は
地
域

の
人
た
ち
で
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
い
の
で
、
職
員
に
し
て

も
で
き
れ
ば
地
域
の
団
に
入

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ

そ
の
状
況
が
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
う
い
う
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

六
月
七
日
執
行
の
青
森
県

知
事
選
で
、
期
日
前
投
票
が

投
票
者
の
五
割
以
上
は
、
県

内
当
町
の
み
で
あ
る
。

　

国
政
や
県
の
選
挙
に
は
い

ろ
い
ろ
規
約
が
あ
る
と
思
う

が
、
少
し
で
も
選
挙
経
費
を

削
減
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
方
を
聞
き

た
い
。A■飯塚

総
務
課
長

　

こ
こ
数
年
行
わ
れ
た
各
種

選
挙
に
お
け
る
当
町
の
期
日

前
、
不
在
者
投
票
の
投
票
率

は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
あ
り
、
町
民
の
選
挙
に
対

す
る
意
識
の
高
さ
を
感
じ
て

い
る
。

　

期
日
前
投
票
が
定
着
す
る

一
方
で
当
日
の
投
票
率
が
下

が
る
傾
向
に
あ
り
、
全
体
の

投
票
率
が
そ
れ
ほ
ど
向
上
し

て
い
な
い
が
、
当
日
の
投
票

所
の
閉
鎖
時
間
を
繰
り
上
げ

れ
ば
よ
い
の
で
は
と
い
う
町

民
か
ら
の
意
見
も
あ
る
。

　

公
職
選
挙
法
で
は
、
特
別

な
事
情
が
あ
れ
ば
、
投
票
開

始
時
刻
を
二
時
間
ま
で
前
後

さ
せ
た
り
、
終
了
時
刻
を
四

時
間
ま
で
繰
り
上
げ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　

国
政
、
県
政
の
選
挙
で
は
、

町
の
選
管
で
当
町
の
実
情
か

ら
特
別
な
事
情
に
該
当
す
る

の
で
は
と
判
断
す
れ
ば
、
県

の
選
管
へ
申
請
し
、
県
の
選

管
が
最
終
的
に
は
該
当
す
る

か
判
断
す
る
こ
と
な
り
、
町

の
選
挙
で
は
、
町
の
選
管
の

判
断
に
よ
る
こ
と
と
な
る
。

　

過
去
五
年
間
の
各
選
挙
で

は
、
平
均
で
午
後
六
時
以
降

八
時
ま
で
の
夜
間
に
投
票
し

た
方
が
、
一
回
の
選
挙
当
た

り
約
四
〇
〇
人
と
な
っ
て
お

り
、
比
較
的
多
く
の
方
が
こ

の
時
間
帯
に
投
票
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
選
管
で
は

こ
れ
ま
で
公
選
法
の
原
則
ど

お
り
の
時
刻
と
し
て
い
た
が
、

投
票
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

投
票
所
開
閉
時
刻
に
つ
い
て

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
で

慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

青山雅晴議員

消防団観閲式

一
般
質
問

中 泊 町 消 防 団 に つ い て
青森県知事選挙について
・
・
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一度、町議会へ足を運んで、自分の目でご覧下さい

傍聴席は、あなたの席です！！
中泊町議会 平成27年 第４回定例会は、12月上旬です。

会議は公開されており、どなたでも議会の傍聴ができます。

平成27年第３回定例会の傍聴者は、３名でした。

皆さんの傍聴をお待ちしております。

六
月
議
会
一
般
質
問
に
お
い

て
議
員
か
ら
指
摘
を
受
け
て
、

安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と

し
て
、
総
務
課
担
当
係
と
も

協
議
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

た
だ
、
七
月
に
県
と
の
打

ち
合
わ
せ
で
、
本
交
差
点
付

近
か
ら
東
側
五
六
〇
ｍ
の
区

間
に
防
雪
柵
の
設
置
事
業
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
柵
を

設
置
す
る
た
め
に
県
道
の
位

置
が
南
側
に
約
二
・
五
ｍ
移

動
す
る
計
画
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
県
道
工
事
は
、
九
月

中
に
発
注
予
定
で
、
今
年
度

は
道
路
わ
き
の
排
水
路
の
移

設
や
道
路
の
拡
幅
、
仮
舗
装

ま
で
行
う
と
い
う
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
交
差
点
の

位
置
や
形
状
も
変
わ
る
た
め
、

直
ち
に
安
全
対
策
を
実
施
で

き
な
い
状
況
に
な
る
が
、
交

差
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

工
事
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
県
の
工
事
完
了
と

同
時
に
行
う
こ
と
が
最
善
と

思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
町
で

何
も
対
応
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
で
、
県
道
の
工

事
の
施
工
に
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
ま
た
総

務
課
と
協
議
し
な
が
ら
対
策

を
講
じ
る
よ
う
努
め
る
。

Q
　

六
月
の
一
般
質
問
で
も
質

問
し
た
が
、
町
道
二
号
線
か

ら
県
道
富
萢
薄
市
線
の
交
差

点
の
見
通
し
が
悪
く
危
険
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
般

質
問
が
終
わ
っ
た
後
、
何
人

か
の
方
か
ら
町
の
回
答
が
、

対
応
す
る
の
か
し
な
い
の
か

は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
、
も
う
一
度
再
質

問
し
町
の
方
針
と
し
て
、
は

っ
き
り
し
た
答
え
を
出
し
て

ほ
し
い
。

A■佐藤
環
境
整
備
課
長

　

こ
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、 鈴木長一郎議員

町道２号線交差点

防雪柵設置場所

町道二号線と県道富萢薄市線の
交差点について
・
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人
口
規
模
一
万
か
ら
一
万

五
千
人
の
類
似
町
村
と
比
較

す
る
と
、
普
通
会
計
で
の
職

員
数
の
比
較
に
な
る
が
、
平

成
二
十
六
年
度
で
は
全
国
平

均
よ
り
も
少
な
い
職
員
数
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
組

織
改
革
等
を
検
討
し
て
職
員

数
の
適
正
化
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
全
体
予
算
に
対
す

る
人
件
費
の
比
率
は
、
合
併

当
初
が
三
八
・
六
％
で
、
そ

の
後
職
員
数
の
適
正
化
等
に

努
め
た
結
果
年
々
減
少
し
、

平
成
二
十
六
年
度
で
は
二

六
・
一
％
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
数
字
が
高
い
か
ど
う

か
は
、
職
員
の
年
齢
構
成
の

関
係
も
あ
る
の
で
、
一
概
に

ど
う
か
と
は
言
え
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
改
革
の
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

Q
　

当
町
で
の
不
登
校
児
童
の

実
態
と
実
際
い
る
場
合
は
、

ど
の
よ
う
な
ケ
ア
を
し
て
い

る
の
か
。

A■加藤
教
育
長

　

残
念
な
が
ら
、
当
町
で
も

不
登
校
、
い
わ
ゆ
る
登
校
拒

否
の
児
童
生
徒
は
存
在
し
て

い
る
。

　

小
泊
小
学
校
が
一
名
、
小

泊
中
学
校
が
四
名
、
武
田
小

学
校
が
二
名
、
合
計
七
名
。

　

そ
れ
ぞ
れ
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

何
で
学
校
に
行
か
な
い
の
か

な
か
な
か
理
由
を
発
見
で
き

な
い
子
供
が
多
い
。

　

こ
れ
に
対
す
る
対
策
、
対

応
に
つ
い
て
、
週
一
、
二
回

程
度
で
学
校
の
担
任
や
校
長
、

教
頭
等
も
家
庭
訪
問
を
し
、

親
と
も
話
を
し
な
が
ら
子
供

の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
を

繰
り
返
し
て
い
る
。

　

子
供
か
ら
目
を
離
し
て
し

ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

い
つ
で
も
学
校
に
来
れ
る
よ

う
な
状
況
を
つ
く
っ
て
お
く

よ
う
に
ケ
ア
を
し
て
い
る
。

　

県
で
も
、
こ
う
い
う
登
校

拒
否
だ
け
で
な
く
て
、
い
じ

め
の
問
題
等
も
い
ろ
い
ろ
発

生
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
四

月
、
新
年
度
か
ら
数
は
少
な

い
が
、
い
ろ
い
ろ
相
談
し
た

り
指
導
や
助
言
を
し
て
く
れ

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
し
た
。

　

不
登
校
の
場
合
は
、
精
神

面
的
な
も
の
だ
か
ら
対
応
が

難
し
く
、
い
ろ
ん
な
症
状
が

出
て
い
る
子
供
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
対
す
る
ケ
ア
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、そ
の
ケ
ー
ス
・

バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
応
じ
て

我
々
も
対
処
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

学
校
当
局
も
そ
れ
に
対
応

す
る
よ
う
常
に
子
供
と
接
触

し
ケ
ア
す
る
よ
う
に
、
毎
月

あ
る
校
長
会
で
も
お
願
い
し

て
い
る
。

財
政
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

平
成
二
十
年
に
中
泊
町
行
財

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
五
年

間
で
、
各
種
事
業
や
補
助
金

の
見
直
し
、
保
育
所
の
民
営

化
や
指
定
管
理
制
度
に
よ
る

町
施
設
の
管
理
委
託
、
職
員

の
給
与
の
減
額
や
退
職
者
不

補
充
に
よ
る
職
員
数
の
適
正

化
な
ど
を
行
い
、
全
庁
を
挙

げ
て
改
善
、
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
議
会
の
皆
様
に
も

自
主
的
な
定
数
の
削
減
や
報

酬
の
引
き
下
げ
等
に
ご
協
力

を
頂
い
た
結
果
、
当
初
計
画

額
を
大
幅
に
上
回
る
大
き
な

成
果
を
上
げ
財
政
状
況
も
改

善
さ
れ
た
。

　

今
後
も
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
く
が
、
本
庁

舎
や
支
所
の
機
能
を
配
慮
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

A■飯塚
総
務
課
長

　

合
併
当
時
の
特
別
職
を
除

く
職
員
数
は
二
五
四
名
で
、

本
年
度
で
は
一
七
〇
名
と
な

っ
て
い
る
。

Q
　

合
併
当
初
か
ら
厳
し
い
財

政
事
情
の
な
か
職
員
数
を
削

減
し
て
き
た
が
、
適
正
な
職

員
数
は
ど
れ
位
か
。
ま
た
、

健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た

め
に
は
、
人
件
費
で
ど
の
程

度
の
構
成
比
が
適
当
な
の
か
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

財
政
改
革
だ
け
で
な
く
、
新

庁
舎
建
設
に
伴
い
行
政
改
革

が
必
要
と
思
う
が
当
局
の
考

え
は
。A■小野

町
長

　

町
村
合
併
当
初
の
厳
し
い 荒関富雄議員

行財政改革について（適正な職員数と人件費の構成比は）
教育行政について（不登校児童の実態と対策は）
・
・
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Q
　

小
泊
中
学
校
は
町
と
し
て

は
建
て
直
し
を
考
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、
子
供
の
減
少
を

考
え
る
と
ど
う
な
の
か
。

　

私
の
提
案
と
し
て
、
中
学

校
は
や
は
り
中
里
中
学
校
ま

で
バ
ス
通
学
を
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
か
、
そ
し
て
ス
ポ

ー
ツ
を
し
て
遅
く
な
る
子
供

た
ち
の
た
め
に
中
里
の
ほ
う

に
寮
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
、

ま
た
通
う
人
の
た
め
に
朝
の

始
業
時
間
を
１
時
間
遅
く
す

る
な
ど
ひ
と
つ
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
今
後
十
年
く
ら
い
八
〇

人
前
後
で
推
移
す
る
状
態
で
、

学
校
を
地
域
か
ら
な
く
さ
な

い
で
ほ
し
い
と
の
声
を
多
く

聞
く
が
、
町
と
し
て
の
考
え

は
。A■小野

町
長

　

小
泊
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
十
五
年
に
建
築
さ
れ

た
校
舎
の
老
朽
化
が
進
み
平

成
二
十
年
の
耐
震
診
断
の
結

果
、
耐
震
性
に
疑
問
が
あ
る

と
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

地
区
住
民
の
意
向
な
ど
も
把

握
し
な
が
ら
、
将
来
の
方
向

性
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
な

ど
関
係
機
関
と
検
討
し
て
き

た
。
こ
の
耐
震
結
果
で
は
十

年
以
内
に
建
直
し
が
必
要
と

い
う
結
果
で
あ
り
、
遅
く
と

も
平
成
三
十
年
、
三
十
一
年

に
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
設
置
さ
れ
た
総
合

教
育
会
議
で
は
、
や
は
り
中

学
校
は
危
険
で
あ
り
、
ま
た
、

小
学
校
も
耐
震
の
補
強
は
し

た
も
の
の
老
朽
化
の
た
め
そ

う
長
く
は
も
た
な
い
状
況
に

来
て
い
る
な
ど
協
議
さ
れ
た
。

　

国
会
で
小
中
一
貫
校
を
制

度
化
す
る
改
正
学
校
基
準
法

が
成
立
し
、
来
年
の
四
月
か

ら
施
行
さ
れ
、
こ
れ
は
検
討

す
る
に
値
す
る
と
考
え
て
い

る
。

　

も
う
一
つ
、
今
全
国
的
に

木
材
を
使
用
し
た
学
校
が
多

く
新
築
さ
れ
て
お
り
、
当
町

の
町
有
林
を
活
用
し
た
学
校

建
設
を
検
討
し
て
み
た
ら
ど

う
か
と
い
う
こ
と
を
総
合
教

育
会
議
で
指
示
し
、
庁
議
で

各
課
長
と
も
相
談
し
、
こ
れ

も
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
小
泊
中
学
校
の
生

徒
た
ち
が
、
人
数
が
少
な
い

の
で
中
里
の
方
へ
行
き
た
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
大
歓
迎
で
あ
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
中
学
校
の
所
に
小
学

校
だ
け
を
建
て
れ
ば
い
い
の

だ
が
、
通
学
時
間
等
の
問
題

も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

A■加藤
教
育
長

　

小
泊
地
域
の
保
護
者
た
ち

の
意
見
を
聞
く
と
、
中
里
中

学
校
ま
で
は
あ
ま
り
通
わ
せ

た
く
な
い
と
の
意
見
が
多
い
。

朝
晩
大
変
だ
し
、
部

活
動
も
十
分
出
来
な

い
、
ま
た
小
さ
い
と

こ
ろ
か
ら
大
き
い
と

こ
ろ
へ
行
け
ば
、
い

じ
め
等
に
遭
う
の
で

は
な
い
か
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
で
心

配
が
増
え
、
で
き
れ

ば
中
学
校
は
建
て
替

え
し
て
あ
そ
こ
に
残

し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
で
ま
と
ま
っ
た
。

　

結
論
と
し
て
役
場

庁
舎
の
完
成
後
、
中
学
校
の

敷
地
内
に
校
舎
を
建
て
、
そ

の
後
、
今
の
中
学
校
を
解
体

し
て
近
い
将
来
そ
こ
へ
小
学

校
を
建
て
れ
ば
と
い
う
よ
う

な
案
が
出
さ
れ
た
。

　

町
長
が
答
弁
し
た
小
中
一

貫
教
育
学
校
を
や
る
と
言
っ

て
も
、
い
ろ
い
ろ
教
員
等
の

問
題
が
あ
り
、
す
ぐ
来
年
・

再
来
年
か
ら
は
、
体
制
が
調

わ
な
い
と
難
し
い
状
況
だ
と

思
う
。

　

県
・
国
に
対
し
て
は
、
と

に
か
く
中
学
校
だ
け
は
早
目

に
対
策
を
取
り
学
校
を
存
続

さ
せ
る
と
報
告
し
て
お
り
、

遅
く
て
も
平
成
三
十
一
年
ま

で
に
中
学
校
だ
け
は
建
て
替

え
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
の
間
に
小
中
一

貫
校
や
保
護
者
の
考
え
が
中

里
中
学
校
へ
通
学
さ
せ
た
い

と
な
れ
ば
、
建
て
替
え
す
る

学
校
を
小
学
校
と
し
て
使
う

と
い
っ
た
二
重
的
な
考
え
も

持
ち
な
が
ら
、
行
政
は
万
難

を
排
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

川山光則議員

小泊中学校

小泊中学校・小学校の今後について・
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〈案　件〉

　◦ 労働基準法及び労働者派遣法の「改正」に反対する意見書採択の陳情
　　【審査結果】
　　　 労働基準法の改正では、高度な職種に残業代の不払いを合理化しようとしているが、

今後あらゆる職種にも適用になる可能性もある。労働者派遣法の改正では、現行法の
３年を超える派遣労働者を直接雇用の場合、社会保障制度などの問題から本陳情に合
意できない部分もある。

　　　 以上のことから、国会での審議も一
時中断しており、もう少し国の動向
等を見据えながら改正法案を検討す
べきとの意見にまとまり継続審査と
なった。

　◦その他　 上下水道課の工事入札及び契
約について

〈案　件〉

　◦ 「安全保障関連法案」の廃案を求める意見書採択の陳情
　　【審査結果】
　　　 陳情の趣旨は十分理解できるが、国民に対しても重要な案件であり、国会審議も難航

している状況の中、今後の動向等を見据えて法案を検討すべきとの意見にまとまり継
続審査となった。

　　※（継続審査 － 議会閉会中に当該委員会がその案件を継続して審査・調査を行うこと。）

〈案　件〉

　◦ ＴＰＰ交渉に関する陳情について （参考３ページ）
　◦ 米価暴落対策の意見書を求める陳情について （参考３ページ）
　　【審査結果】
　　 両陳情とも趣旨を認め委員全員の一致をもって採択した。

〈案　件〉

　◦ 平成27年第３回中泊町議会定例会会期日程について
　◦ 決算特別委員会の組織及び委員会日程について
　◦ 提出議案について
　◦ 陳情等の委員会審査結果について
　◦ 新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　◦ その他

民生文教常任委員会の様子

総務企画常任委員会 （野上祐一 委員長） ８月24日 ㈪

民生文教常任委員会 （荒関富雄 委員長） ８月24日 ㈪

産業建設常任委員会 （山田光春 委員長） ８月24日 ㈪

議会運営委員会 （長利　司 委員長） ８月24日 ㈪
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１
日　

国
道
339
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会

９
日　

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

16
日　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
議
員
連
盟
定
期
総
会

18
日　

沖
縄
県
久
米
島
町
訪
問
団
と
の
交
流
会

22
日　

屏
風
山
内
真
部
線
完
成
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会

４
日　

第
二
回
議
会
臨
時
会

６
日　

西
北
津
軽
郡
町
議
会
議
長
会
第
一
回
協
議
会

10
日　

な
か
ど
ま
り
ま
つ
り（
中
里
地
域
）

11
日　

な
か
ど
ま
り
ま
つ
り（
中
里
地
域
）

14
日　

な
か
ど
ま
り
ま
つ
り（
小
泊
地
域
）

15
日　

中
泊
町
成
人
式

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
三
常
任
委
員
会

27
日　

中
泊
町
戦
没
者
追
悼
式

28
日　

新
庁
舎
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

１
日　

第
三
回
定
例
会
開
会
日

４
日　

定
例
会
一
般
質
問

７
日　

決
算
特
別
委
員
会

８
日　

決
算
特
別
委
員
会

９
日　

単
行
案
審
議
・
採
決
・
閉
会

21
日　

中
泊
町
敬
老
会

交 

流 

会

9　月 7　月8　月

スコップ三味線で合同演奏

　７月18日㈯・19日㈰に開催された中泊町ビーチサッカー青森県大会20周年と中泊町合併10周

年を記念して、旧中里町で親交のあった久米島町（旧仲里村）との交流会が行われました。

　久米島町からは、桃原秀雄副町長、喜久里猛議会議長、幸地猛議員、玉城安雄議員、ビーチ

サッカー出場選手８人が来町し、小野町長はじめ町関係者や町議会議員が参加してスコップ三

味線や沖縄の「三線」などが披露され交流を盛り上げました。

沖縄県久米島町訪問団との交流会
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